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このリストの書籍をご希望の方は、
同封の振替用紙の通信欄でお申し
込み下さ 、ヽ書籍代は送料共でお振
り込みくださいますようお願い致
します。
ご注文の本の定価の合計額に、下の

表の送料を合わせてお送り下さ 、ヽ
なな お電話でのご注文も受け付け
ていま丸

2000円 まで

z001円

“

旧∞円まで

4∞1円―lQ圃円まで
颯∞1円以上

本誌からの無断転載・コピーはお

断りいたします。

4CXp円
gXl円

御 円
7CXD円

『 ジェンダーと知―ポストモダン・ フェミ
ニズムの要素』

スーザン・」・ヘックマン著 金井淑子 加野彩子他訳
大村書店 1995年 5月  3914円

「自然/文化」等の二元論を解体しようとするポスト
モダン思想。本書はフェミニズムが二元論を乗り越え

ようとするなら、もっとポストモダン思想に学ぶこと

があるのでは? と問いかけている。

『女性が動く、世界が変わる

一ァムネスティ人権報告④』

アムネスティ・ インターナショナル日本支部編

明石書店 1995年 9月  2500円

女性と人権をめぐる世界状況をまとめた本。女性は未

だ貧困と暴力にさらされていることがよくわかる。ア

ムネスティによる資料付き。

『女性論のラロンティアー平等から衡平へ』

竹中恵美子著 創元社 1995年 8月  2300円
equality(平 等)か らequity(衡平)へ の道を阻む生
産と再生産 (市場と家庭)の社会システム。女子労働
論の第一人者として、その変革を示唆し続けてきた著

者の講演・論文集。

『女性・ ネイティプ 。他者

―ポストコロニアリズムとフェミニズム』

トリン Tミ ンハ著 竹村和子訳
岩波書店 1995年 8月  3000円

著者はベトナム生まれ。現在カリフォルニア大学で、

女性学と映像論を教えている。本書は著者が第二世界

の女性として自らの思索を語った書。

ウイメンズブ ック最新刊

[女性問題とは ?]

『エンパワーメントの女性学』

村松安子 村松泰子編 有斐閣 1995年 8月  1854円
「エンパワーメント」とは力をつけるという意味。女

性が力をつけ、自分たちで状況を変えていこうという

考え方のこと。本書はセクシュアリティや家族、メディ

ア、教育など10のパートに分かれている。女性問題を

エンパワーメントという視点で見直した本。

『才女の運命―有名な男たちの陰で』

インゲ。シュテファン著 松永美穂訳
あむすく 1995年 7月  2000円

才能ある女性たちが、成功した男性の陰となる運命を

たどる。アイデンティティを犠牲にせざるをえない女

性たちが、結婚という現実の世界で「殺害」されてい

く様を、著者は無念の思いでえぐり出す。

『寺院の売春婦』
ジョーガン・シャンカール著 鳥居千代香訳

三一書房 1995年 8月  1800円
インドに今も続 くデーヴァダーシー崇拝の歴史と現在

の実態。神に奉納された少女が、売春婦にならざるを

得ない状況を報告 している。焼かれる花嫁など、イン

ドにおける女性への人権侵害が北京会議でも話題になっ

たが、これはまたひどい制度である。

『ジェンダーと社会階級』

牛島千尋著 恒星社恒星閣 1995年 5月  2575円
階級研究を代表するゴールドソープと、ライトの階級

論を紹介。それらを駆使し、現代日本の女性状況を分

析した書。
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『資料日本ウーマン・ リブ史Ⅲ』

溝口明代 佐伯洋子 三木草子編
ウイメンズブックストア松香堂 1995年 9月  15000円

全二巻シリーズの完結編。1975年から1982年 の資料を

編纂。 リプを生きた女たちの熱い息吹きが伝わって く
る写真、ミニコミ等を満載している。最終章はマンリ
ブ。思想としての日本のウーマン・ リプが伝わって く
る貴重な資料集。索引付き。

『図でみる日本の女性データバンク 改訂版』
坂東員理子編著 大蔵省印刷局 1995年6月  650円

結婚、進学、労働、出産、育児、余暇、高齢化など、
多様にデータを集めた一冊。見開 き2ペ ージで一項 目
についてまとめられている、コンパクトな資料。

『世界の女性と人権―紛争と変革の中で』
アムネスティ・ インターナショナル著

アムネスティ・インターナショナル日本支部女性と人権チーム訳

明石書店 1995年 7月  1500円
90年代の今も、世界各地で女性と子どもたちが戦禍の

犠牲になり人権を奪われている。しかし正義を求め差

別と闘う力を女たちはもち始めた。アムネスティが作

成 した「女性の人権を守るための15の プログラム」の

正当な主張が実行されなければ、世界に平和はこない。

『中国の女性―社会的地位の調査報告』

中国全国婦女連合会中国女性研究所編

山下泰子 山下威士監訳
尚学社 1995年 7月  5150円

「天の半分を支える」といわれる中国女性の生活 と意

見。経済開放以来、大きく変化した生活は、意識にど
のように反映されているか。1990年 中国全±21の 省、
4万人以上の男女に大規模な個別面接調査をした、第 1

次報告書。

『日英対照 女性学ブックガイ ド』
ランカスター大学女性学研究センター編

財団法人横浜市女性協会監修
三修社 1995年 8月  4800円

イギリス・ ランカスター大学女性学研究センターで選
ばれた327冊 の女性学基本図書。本書はその解説書。

哲学、宗教、歴史、教育など9つ の分野別にわかれ、

女性学を専門的に学びたい人に役立つ。

『日本のフェミニズム⑦―表現とメディア』

井上輝子 上野千鶴子 江原由美子編
岩波書店 1995年 4月  2000円

「メディアが描 く女性像」を読み解 く女たちがいる。

本書はその論文を集めたアンソロジー。メディアが流

す情報に巻き込まれず、対象化する技術を持つことは、

自分を大切にすることに通じると実感させられる。

『日本のフェミニズム別冊―男性学』

井上輝子 上野千鶴子 江原由美子編
岩波書店 1995年 5月  2000円

フェミニズムが促した男性の自己省察。そして生まれ

た男性学。本書はそれを別冊として編んだもの。上野

千鶴子の解説がシャープ。ホンモノとニセモノを見分

ける日と、その理由が説得的。採録された文章の中で

も、男性執筆者自身が素直に自己表現したものが光る。

『フェミニズムから見た母性』

A―M・ ド・ ヴィレーヌ他編 中島公子他訳
勁草書房 1995年 10月  4635円

本書と同タイトルで、1984年にフランスで開かれた討

論会をまとめた本。性的差異や母娘関係、出産の歴史、
人工生殖など、幅広くまとめられていて、興味深い。

『ポル
1得 肇纏」と「表現の自由」の間で』
キャサリン・ A・ マッキノン著 柿木和代訳

明石書店 1995年 8月  2060円
「ポルノグラフィは表現である」という嘘。ポルノグ

ラフィという暴力が、女性、子どもの人権を侵 し、今
まで何をしてきたかを探るとともに、人種ハラスメン

ト、セクシャルハラスメントという表現によってつく

られる不平等を法的 。社会的に検証する。

『ママは大臣 パパ育児』
三井マリ子著 明石書店 1995年 7月  2060円

「男女平等カーペット」が しきっめられたヨーロッパ

各国に、著者がその仕掛を見つける旅をする。クォー

ター制、EU、 反EUの運動 も含めてベネルックス三国、
北欧、イギリスを訪ねる。東京着は貧しい国 。日本の

再発見。元気印の著者のルポと写真が冴える。

『約束された発展 ?

一国際債務政策と第二世界の女たち』
マリアローザ・グラ・ コスタ他編著 伊田久美子訳

インパクト出版会 1995年 7月  2060円
家事労働など不払い労働の問題提起してきたダラ・ コ

スタ姉妹の論文集。国際債務政策が第二世界の女たち
の再生産領域を搾取してきたことを立証する。男性労

働賃金を基準とする考えを女性の無償労働から相対化
し、運動を進めていくことを意図する書。

『企業のなかの男と女』

R・ M・ カンター著 高井葉子訳
生産性出版 1995年 3月  2800円

アファーマティプ・ アクション (積極的雇用促進政策)
が必要であることの根拠を説 く書。集団内で、ある社

会的カテゴリーを代表する小数者は、小数であればあ

るほど孤立するからという。女性へのパックラッシュ

の波の中で、本書が世に出る意味は大きい。

く][働
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『かしこいOLの仕事術
―ワーキングウーマンのための情報コレクション④』

フレーベル館編集部編

フレーベル館  1995年 6月  980円

電話の受け方、文書の作り方、取引先へ訪間する際の

ェチケットなど、身につけたいマナーを満載。オフィ

スでの基礎知識が、これ一冊で網羅できる。

『女性の労働 。生活時間
一フルタイムで働く女性1万人に聞く』

連合女性局編

(財)労働科学研究所出版部 1995年 6月  2000円
フルタイムで働 く女性労働者 1万人を対象にした、労

働 。生活時間調査。女性の残業時間は月平均 10・ 9時間。

家事育児時間の男女比は、34分対 3時間10分。 8割 が

「疲れている」と答えている。二重負担を軽 くするた

めにも、時短の必要性を説 く。

『脱OL講座
―ヮーキングウーマンのための情報コレクション⑦』

フレーベル館編集部編 フレーベル館
1995年8月  980円

会社の辞め方、新たな道へ踏み出すための情報が詰まっ

た本。OLを抜け出したいと思っている人におススメ。

『とらば―ゆ 女性の転職にすぐ役立つ本』
とらば―ゆ読者相談プラザ編

メディアファクトリー 1995年 7月  1000円
とらば―ゆ読者相談プラザに寄せられてきた膨大な転職

相談。女性たちの生の声をもとに、11年間蓄積された読

者プラザの転職ノウハウを披露。やさしい問題から一人

で解決が難しい問題まで、幅広く問題に答える。

『働く女性と家族のいま①一日本型企業社会と女性』

基礎経済科学研究所編 青木書店 1995年 9月  2884円
構造的不況の中で日本型経営の見直し、雇用の複雑化、

多様化、流動化が進んでいるという。 しかしそれは大企

業男性正社員にとっての変化であって、女性労働者は早

くから仕分けられていた。「三流の労働力Jと される女性

労働を、ジェンダーの視点から分析する書。

『働く女性と家族のいま②一日本型企業と家族』

基礎経済科学研究所編 青木書店 1995年 9月  2369円
再生産の場から見た日本型企業社会の分析。企業家族主

義の基盤が、構造不況の中で崩れつつある現実と、なお

強固な家族賃金概念。ジュリエット・ ショアの働きすぎ

るアメリカ人の論文が面白い。消費主義に走るアメリカ

労働者意識が、時短に抵抗しているという。

『ワーキングウーマンが元気印になる12章』

働く女性のための弁護団編著

現代書館 1995年 7月  1648円
1994年発足した働く女性のための弁護団に寄せられた訴

えに、具体的な解決策を与える書。働 く女性たちの知恵

となり、また武器となる一冊。

『わたし 仕事 みらい』
金谷千慧子著 嵯峨野書院 1995年 6月  1751円

女性学講座向けにコンパクトにまとめられている。女性

のからだ、自己決定、教育、仕事、家族、高齢化、女性

解放などをテーマに資料を添えて、女性問題の現状を語

る書。

[女性論・エッセイ]

『愛する「日本」への遺言』

加藤シゾエ著 書苑新社 1995年 9月  1200円
歯に衣をきせぬ言葉で政治を語る著者は98歳。戦前戦

後の日本の政治と共に歩いてきた。右から左まで、お

気に入りの政治家に送ったピンクレターが楽 しい。

『生きる場からの女性論』

浅野富美枝著 青木書店 1995年 5月  2678円
女性をめぐる3つ の謎―家族、労働、性 と生殖を解き

あかし、解放を求めようと著者はいう。しかしフェミ

ニズムが労働と性の二元論に陥っているとし、 く家族=
敵論〉 く男 =敵論〉のフェミニズムは、ニヒリズムに

結びつくという断定は、どんなものだろうか。

『女にしかわからない HERS2
-ニ ューヨーク・タイムズ・ コラム傑作選 [女性篇]』

井上一馬編 井上一馬 実川元子訳
文藝春秋 1995年 10月  1500円

読んでいて胸のすくキリつとしたエッセイ集。登場す

るエッセイストたちは、みな自らに対して正直であり、

迷いや葛藤すらも率直に表現 していくところが,と 地ヽ い

い。評論家や専門家の意見より、自分が感 じているこ

とを大切に生きようという心意気が伝わってくる。

『女四十代の生き方―いま行動のとき』

吉武輝子著 海竜社 1995年 9月  1500円
いくつになっても自分の人生をしっかりと生きるため

に、著者が提案する四つの実践行動学を書いた本。

「 “いい女"と して生きるか “おばさん"と していき
るか」を著者は間うている。

『カラスも猫も』

武田 花著 筑摩書房 1995年 4月  1500円
写真家・武田花が旅をし、動物や風景、行き交 う人の

姿に触れながら、思い出したこと、考えたことを写真

と共に書きとめた本。カラっとした記述の中に漂うユー

モアがいい。

『今日から独りで生きる』

半田たつ子著 二見書房 1995年 10月  1500円
夫を突然肺がんで喪った著者が語る悲嘆、自己との対

時、そして再出発への糸口をつかむまでの心の軌跡。

家族、友人、病気、生と死などについても考えさせら

れる本。
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『幸田文の箪笥の引き出し』

青木 玉著 新潮社 1995年 5月  2200円
江戸前の、粋な文体は母・幸田文ゆずり。着物三味の

細やかな暮らしの息づかいを伝える好エッセイ。こん
な文章、書ける人もだんだんいなくなるなと思う。

『サル トル、ボーボヮールとの28日 間 。日本』

朝吹登水子著 同朋舎出版 1995年 6月  2400円
1966年秋、サル トルとボーヴォヮールの日本の旅のエ

ピソードを友人として語る著者の書き下ろし。ブーム

を巻き起こした二人の訪日、インタビュー、文学、思
想などについて克明に記される。1980年、サル トルの

死、6年後のボーヴォヮールとの別れの時が情感豊か
に書かれている。

『誰と暮らす』

落合恵子著 中央公論社 1995年 4月  1350円
誰と暮らすかで、人生は変わる。しかしその前に、 自
分自身とうまく暮らしていかなければ、自分の人生は
ない。そばに誰かがいても (い なくても)、 自分 と過
ごすひとときを大切にというエッセイ。

『囚われた女たち―女子刑務所へ愛をこめて』

藤木美奈子著 ライプストーン 1995年9月  1600円
自分をさらすことはいいのだが、女子刑務所に来ざる
をえなかった女たちを「囚われた女Jと 記し、実名を
出すことには慎重であってほしかった。 リズム感のあ
る読ませる文章だけに惜しい。

[女性史・自伝・評伝]

『イレーヌ。ジョリオ=キ ュリー』
ノエル・ ロリオ著 伊藤道子 伊藤力司訳

共同通信社 1994年 11月  2800円
キュリー夫妻の娘であリノーベル賞受賞者でもある科
学者 。イレーヌ・ ジョリオ=キ ュリーの伝記。妻や母、
娘としてだけでなく、科学者として生きようとするイ
レーヌにも男社会という壁が立ちはだかった。硬派な

本だが著者と訳者の書き方が心地よく、読みやすい。

『女と男の時空 日本女性史再考全6巻別巻1/1
-ヒ メとヒコの時代 :原始・古代』

河野信子編 鶴見和子他監修
藤原書店 1995年 9月  4800円

日本の歴史をフランス・ アナール派の思想を参考に、
見直 していこうというシリーズの一巻目。歴史の多層

性を重要視しながら組まれている。

『女の信心―妻が出家した時代』

勝浦令子著 平凡社 1995年 5月  2575円
「女性の髪切り。尼姿が性に関わる制裁を連想させ、

性の問題を含んだ社会的差別の問題にもつながってい

く」との視点から、著者は妻の出家、女性の発心など
に切り込んでいく。信心の歴史を、ごく普通の女の目

線から読み解く書。

『コメンタール戦後50年⑤一性と家族』

加納実紀代編 社会評論社 1995年 8月  3811円
「性と家族」をテーマに戦後50年をたどるアンソロジー。

編者による解説付き。敗戦後の憲法草案に関わったア

メリカ女性の記からリブに至るまで、歴史を語る文章
を収録 している。

『女子教育事始』

小河織衣著 丸善 1995年 8月  1700円
日本の近代女子教育について書かれた一冊。キリス ト

教や文明開化の影響、女性たちが果たした役割などを

歴史との関わりの中で追っている。

『名作を書いた女たち』

池田理代子著 講談社 1995年 7月  1300円
誰でも一度は巡り合う名作と呼ばれる作品。名作を書
いた女たちは、自分の人生をどう受け止めて生きたの

か、13人 の作者の激動の人生と心の軌跡を描いている。

『良妻賢母の誕生』(新書 )

清水 孝著 筑摩書房 1995年 7月  680円
大正期の新聞雑誌の中から、近代化の中でつくられて
いく良妻賢母をたどる書。男のために女があることが

家族制度社会。良妻賢母に反する女は悪女と見なされ
た。大正デモクラシーの裏通りを舞台に、庶民の女た

ちの姿を描 く。

[こ  こ  ろ]

『お母さんのカウンセリング・ ルーム』
三沢直子著 主婦の友社 1995年 5月  1100円

心理的な問題を建て前ではなく、本音で考えると、正
しいと信 じられている一般通念が逆に見えてくる。母
親たちは建て前に縛られ、悶々と悩んでいるのが現状。
本書は子育てを本音の視点で考え直し、潜在化してい

る問題の解決にあたる。

『こころの相談室ガイ ドブック』

隔心の相談室ガイドブック」編集委員会編

日本文化科学社 1995年 4月  1300円
初めて心理相談機関を利用 しようとするとき、費用や

内容について不安が先行 してしまう。本書はそのよう
な不安に答え、情報が届いてきにくい民間の相談機関
に的を絞り、所在地、費用、特徴等々、詳 しく紹介。

『女性の怒りと憂うつ

一セルフ・エンパワーメントのすすめ』
ルイス。P・ フランケル著 中山美香訳

現代書館 1995年 10月  1442円
本書のキーヮードは、「ェンパワーメント」。自分を

信頼し、行動 していけるようになるための力を援助 し
てくれる本。怒りが内向し、心の奥に憂うつな思いと

して残り、自らを責めないように、自分とのつきあい

方を教えてくれる。
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『専業マザー 迷いにさよなら』
平田圭子著 あすなろ書房 1995年 7月  1200円

育児の情報が氾濫する時代、真剣に子育てに取り組む

ほど若い母親たちは不安と焦燥の泥沼に入ってしまう。

本書は実際の事例から問題を設定。その解決策を具体

的に述べ、子育てを楽しむ方法を語る。

『ファミリーシークレット』

ジョン・ プラットショウ著 香咲弥須子訳
青山出版社 1995年 8月  1800円

情によって磁石のように結びつく家族。この閉ざされ

た社会には、種々の秘密が渦巻 く。抑圧され、潜在化

した秘密は、次世代に引き継がれ、子孫の世代で問題

行動を伴って表出する。本書では、家族の秘密をとら

え、今までとは違った視点で家族を考え直す。

『ポジティプ 。シンキングのおけいこ

―この「人生ゲーム」できっとうまくいく』

ワークショップ。ポル ド著

大和出版 1995年6月  1300円
ポジティブな考え方を身につけて、人生を楽しく過 ご

そうという本。中にはびっちリゲーム方式のレッスン

と、練習 ドリルがつまっている。それらをこな してい

くうちに、楽 しみながらポジティプ。シンキングが身

に付く仕組み。

『ユングをめぐる女性たち』
マギー・ アンソニー著 宮島 麿訳
青土社 1995年 9月  2200円

ユングの治療を受けた女性のうち、ユングに魅きつけ

られ、自ら心理療法家となった一団があった。本書は

その一人ひとりの業積と人となりを紹介し、ユングの

違った側面に迫っている。

『あなたが選ぶ乳がん医療』

春本幸子著 エピック 1995年 7月  1200円
スモンの会 (キ ノホルム薬害被害者の会)の運動に長
く携わってきた著者が、自らの乳がん手術と術後の経

過を率直に語る。病院のかかり方、こころのケア、周

りの人へのお願いなど、経験が光る。

『子宮筋腫なんてこわくない』

大塚陽子 太田裕子著 池下育子医学監修
朝日新聞社 1995年 7月  1400円

「子宮筋腫なんだけど、どうしたらいい ?」 という疑

間に答えてくれる本。また医療機関とのつきあい方、

病気に対する心構え、「子宮神話」の弊害についてな

ど、読んでいて励まされる人も多いのでは…。

『自分でチェックしよう 月経』
小山嵩夫著 マガジンハウス 1995年 3月  1200円

月経をキーヮードに、チェックリストの付いた便利な

本。体とのつきあい方を点検 し、気持ちよく暮 らした

いと思う女性におススメ。

だ]ｂヽ[か

『手であ、れて 心でバ、れて一エイズと共に歩く』
バギーノ林子著 カタツムリ社 1995年 5月  1030円
アメリカでPWA(Pe6ple Living With AIDSの 略 :

エイズと共に生きている人々のこと)へのマッサージ
ボランティアとして働いてきた著者が、その経験を語る。

日本全国のHIVエ イズボランティア団体一覧付き。

『病気にならない養生ガイ ドー女性編』

劉 影著
晶文社出版発行 晶文社発売 1995年 7月  1800円
中国医学でいう養生とは、人が健康で幸せな生活を送

るための知恵。体をよく知り、気を高め、体の要求を

聞くこと。ストレスいっぱいの社会で、当たり前のこ

とを当たり前に行うのは難 しいが、女性のために体に

ついて年代を追ってやさしく解説してくれる。

[セクシュアリティ]

『Coming OUT!』

笹野みちる著 幻冬社 1995年 8月  1200円
レズビアンであることをカミングアウトした著者のエッ

セイ集。異性愛が当たり前、女は子どもを産むのが当

たり前、という常識をカミングアウトというかたちで

くつがえしたいという思いが詰まった本。著者は、元
ロックバンド「東京少年」のボーカリスト。

『キャンピィ感覚』

伏見憲明著 マガジンハウス 1995年 8月  1300円
「キャンピィ」とは、シリアスな状況を笑いで切 りか

えすユーモアのセンスのこと。ゲイから生まれた表現

だという。その言葉をキーヮードに、日常生活を見つ

めなおしたエッセイ集。

『性の美学』

松本侑子著 角川書店 1995年 3月  1200円
語りかけるようなやさしい口調で書かれた性愛論。優

生保護法の歴史や同性愛、レイプについて、フェミニ

ズムを基調にたんたんと書き綴る著者に、力強さを感

じた。

[性  暴  力]

『○ チカン』

泣き寝入りしない女連盟

ごま書房 1995年 8月  1000円
チカンにあったことがない女性はいない。徹底的にチ

カンの見分け方、防御法、撃退法を研究 し、チカンと

闘うグループがまとめた本。みんな勇気を持とうよと

女性たちに呼びかける。



ウイメンズ ブックス 第57号  1995年 ■月25日

族 ][家

『家族―港、くおか国際女性フォーラム'94レ ポート』

(企画)福岡国際女性フォーラム実行委員会・
福岡市女性センター・ アミカス

西日本新聞社 1995年 5月  1000円
国際家族年であった昨年、福岡市女性センター・ ア ミ

カスで、国際女性フォーラムが行われた。テーマは女

性と家族。本書はその報告集。「家族」を通 して女性

と社会の関わりを読み解く一冊。

「「家族すること」からの自由
一かもがわブックレット84』

深江誠子著 かもがわ出版 1995年 7月  550円
「妻、夫、子どもが揃っていてこそ家族」というのが

日本の常識。母子家庭や父子家庭、子どもが不登校 し

ている家族は、変な目でみられてしまう。そんなヘン

な国 。日本を「家族」を中心に語ったブックレット。

『「家族」という名の孤独』

斎藤 学著 講談社 1995年 7月  1500円
家族の中で人は「誰かのために生きる」共依存を繰 り

返 し、自己を見つめることから逃れてはいないか。

「家族」という檻の中で起こる葛藤に、精神科医師と

して関わってきた著者。本書では自らの家庭生活も振

り返 り、自分のために生きる人生を模索している。

『転換期の家族―ジェンダー・家族・ 開発』

NBラ イデンフロースト著 家庭経営学部会訳
松島千代野監修 産業統計研究社 1995年3月  3200円
国際家政学会「女性 。家族と開発委員会」の作業をま

とめたもの。女性と仕事、家族の変動、開発と女性、

家庭内暴力などについて、世界の女性たちが置かれて

いる現状を執筆する。国際的な家政学の到達点をグロー
バルに記した一冊。

[出産・子育て]

『ワーキングママ&パパに贈る 育児はバ、たりで』
椎 篤子著 自由現代社 1995年 10月  1200円

仕事を辞めずに子育てするための知恵が詰まった本。

妊娠初期から、産後まで、具体的で簡潔なアドバイス

が並ぶ。巻末には子育てに必要な夜間保育所や、ベビー

シッター会社の情報 も載っている。

『育児休業と子育て

一のびのび子育て 。保育ブックレットNo 5』

山田郁子他著 フォーラム・A 1995年 6月  780円
「育児休業法って何 ?」 という疑間に答えてくれる本。

保育所や保健所の利用方法など、子育てをひとりで背

負い込まないためのア ドバイス・ ブック。

『育児書・ 用品のかしこい活用法

一のびのび子育て 。保育ブックレットNo 7』

上村協子他著 フォーラム・ A 1995年 6月  780円
子育てに関する情報や物が大量に流されている今、大

人は情報を選択する力を求められている。本書は子育

てに流行はないと、情報と物の賢い活用法を伝授す

る。

『踊る妊婦』

福島直子著 ベネッセ 1995年 5月  1100円
明るい妊娠出産体験記。踊るような文章と若さあ3、 れ

る言葉が楽しい。あけっぴろげの著者のイメージが、

まるごと伝わってくる今風のエッセイ。

『Q&Aで わかる育児休業・介護休業のすべて』
大沢正子著 日本法令 1995年 7月  1800円

子育ては1年間、介護は3か月間、雇用関係を失わずに

休業できる法律が成立した。しかしまだその間の給与

は保障されず、介護休業は1999年に義務づけされるま

では努力義務の段階。最低基準の法令をどう生かすか、
ノウハウをQ&Aで まとめた本。

『子育てノー トーいつも父親、ときに母親』

林 望十福島瑞穂著 徳間書店 1995年 5月  1300円
弁護士・福島瑞穂とエッセイスト・林望が、子育てに

ついて語った対談集。話は育児を中心にしていたかと

思うと、恋愛にまでいったりして…。気の合う二人が

ざっくばらんに語っている様に、思わず引き込まれて

しまう。

『出産は忘れたころにやって来る』

百田まどか著 KKベストセラーズ 199≠田月 1200円
今や妊娠 。出産 。子育てはカップルの一大イベントに

なっているのだろうかと思うくらい、出産を書いた本

が多い。本書もそのひとつ。著者のお気楽な性格その

ままに描かれた、エッセイ風妊娠出産体験記。

『ママ、おつぱいちょうだい

一桶谷式でおいしい母乳を』

西村まさの著 章文館 1995年 2月  1300円
子育ての最初にぶつかる母乳育児がスムーズにいくよ

うにという願いがこめられた本。桶谷式を取り入れて

いる育児相談所や助産院の名簿もあり、便利。

緊急お知らせ

ウーマンリプの運動が始まって25周年。ちょ

うど『資料 日本ウーマンリブ史全 3巻』も完成
しました。これを記念して、リブフェスティパル
'95を計画しています。是非皆さん日程をあけ

てくださいね。詳細は次号でお知らせ致します。

1996年 3月 10日 (日 )

於 びいどろほおる (大阪市 。江坂)
コンサート、お話、対談などなど盛沢山。

お問合せは 松香堂まで
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[男 の 育 児]

『育児で会社を休むような男たち』

男も女も育児時間を! 連絡会編
ユ ン`ク舎 1995年6月  1648円

家事も育児も仕事もやって、なおかつ自分のための時

間も欲 しい男たちが作った本。育児と仕事をこなす工

夫がそれぞれに語られていておもしろい。

『育児も男のカイショー』

武部信隆著 萌文社 1995年 5月  1500円
妻の目に見えぬ努力のおかげで、家事と育児に参加す

るようになった著者。育児休暇を妻と交代で取 り、収

入のない生活の辛さも経験。子育ての苦労と幸せが伝

わってくる育児奮戦記。

『ただいま子育て中につき本日休診』

山崎利彦著 草思社 1995年 9月  1600円
子育てのプロをめざして産婦人科医になったという著

者。本書は、自宅分娩で自ら子どもを取 り上げた3回

の出産のこと、医者になるまでの生活、なってからい

かに仕事と子育てを両立 してきたかをユーモラスに描

いている。

『ピーター・ メイルのマタニティパパ

ー男のための妊娠 。出産がわかる本』

Peter Mayle著  協木 泰 渡邊蓉子他訳
学習研究社 1995年 4月  1600円

男性が書いた男のための妊夫入門書。パー トナーの女

性が妊娠することによって、男性側も変わることを余

儀なくされる生活面 。精神面へのア ドバイスが豊富。

妊娠パパにエールを送る絵本。

『僕らのバ、たご戦争』

墨 威宏著 共同通信社 1995年 6月  1500円
予期せずして双子のパパになった著者 (新 聞記者 )。

同じく記者である妻の妊娠、出産、そして子育てと、

いろんな トラブルを乗り越えて父親になっていく実感

を文字化した本。でも読んでいて、妻の方が負担が大

きそうだなあ…と思った。

『愛とお金の人生案内』

渥美雅子著 東京書籍 1995年 8月  1300円
男と女、夫と妻、親と子の間には「普通の人」の「普通

の悩み」が尽きることがない。スイも甘いもかみわけ

た著者が、一刀両断に見事に裁く法律相談。

『戸籍と人権一人権ブックレット48』

二宮周平著 解放出版社 1995年 10月  618円
便宜や効率が人権より優先されてきた日本で、戸籍事

務のコンピューター化が進む。個人情報の管理と人権

の問題、日本の戸籍制度の問題点など、解りやす く解

説 しているブックレット。

律 ][法

『法律でみる女性の現在―ライフサイクルと法』

高橋 保著 ミネルヴァ書房 1995年9月  3500円
女性を取り巻く法律について、判例をまじえて書かれ

ている。よりよく生活 していくために、権利の根拠と

なっている法律に、女性がもっと関心を持ってほしい

という願いが込められている。

[メ デ ィ ア ]

『フリクショナル・ フィルム読本③

欧米映画にみる日本一アメリカ・ ヨーロッパ編』

門間貴志著 社会評論社  1995年 9月  2884円
ステロタイプな日本の描き方は、ハリウッド映画の中で

生まれたと著者はいう。欧米映画にみる日本と日本人像

を詳 しく追い、歴史の変化とともに映画の中の日本を

詳細に検証。巻末にはビデオ化 リストもあり、便利。

『戦争がつくる女性像

―第二次大戦下の日本女性動員の視覚的プロパガンダ』

若桑みどり著 筑摩書房 1995年 9月  2200円
第二次世界大戦中、日本軍はどのようにして女性を戦

争へと動員していったか。著者はこのテーマについて、
マスメディアに流布 した女性イメージを読み解きなが

ら、明らかにしていく。芸術表現とイデオロギーが決

して無縁ではないことを私たちに訴えかける書。

『丁Vニ ュース 七つの大罪』
ニール・ポストマン著 田口恵美子訳 石川 好監修

クレスト社 1995年 2月  1600円
TVニ ュースはショー化している。そもそもニュースと
いえども人が作ったもの。陣 実に何かをプラスアルファー

して作った」という視点でニュースを見ると、その裏に

いろんな物が見えてくる。本書はその指南書。メディア

と賢くつきあうために、おススメの本。

『ニュースペーパーウーマン

ー大統領番から戦争特派員まで』

栗木千恵子著 中央公論社 1995年 6月  1850円
アメリカでジャーナリズムの勉強をし、新聞記者とし

ても働いていた著者。本書はアメリカ新聞業界という

男社会で、先駆的役割を担った女性記者たちを追 った

一冊。著者は取材を進める中で自らがジャーナリストと

して働き続けるエネルギーを与えてもらったという。

[表 現・小 説]

『あ
。な。た。た。ち―自我からの癒 し』

上野千鶴子 =文  高畑早苗 =絵
日本放送出版協会 1995年 10月  1300円

画家・高畑早苗の「生まれ出た自画像たち」と出会い、

引き出されるように文章を書いたという上野千鶴子。

自己を世界へと導いてくれるのは「わたし」ではなく

「あなたたち」。出会いを分かちあえる関係があって、

初めて表現へと向かえるという二人が作った一冊。
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『怒れる女たち―ANGRY WOMENI』
アンドレア・ジュノー&V・ ヴェイル 越智道雄訳

第二書館 1995年 7月  2884円
アメリカの8人の女性アーティストが語る、芸術、社

会。怒 りをパヮーに表現活動をする彼女たちの言葉は、

力強 く、ユーモアにあふれている。セックス、レイプ、

摂食障害など、フェミニズムと切り離せない問題を表

現の核におく彼女たちの神髄に触れる本。

『いわさきちひろの願つたこと
一岩波ブックレットNo 374』

松本由理子著 岩波書店 1995年 6月  400円
いわさきちひろ絵本美術館の副館長である著者が書い

たちひろ伝。仕事を持ち続けた母の影響、戦争の影、
2度の結婚など、ちひろの絵を形づくった歴史をた

どる。

『去勢されない女』
エマ・サントス著 岡本澄子訳
書辟山田 1995年 8月  2500円

1970年代のパリに生き、狂気、愛、死、抑圧、孤独と

対時する作品を残したエマ・サントス。その作品に魅

せられた訳者が、『私は、エマ・ サントスを殺 した』

(1991年刊)に続いて訳出 した。言葉を生み出すこと
で生きようとする彼女の内面が錯綜する。

『手 。足・肉。体 Hiromi 1995』

伊藤比呂美 石内 都著
筑摩書房 1995年 8月  1900円

写真家・石内都が詩人・伊藤比呂美を撮り、伊藤が文

章を書いた一冊。撮られた写真を見て、新たに自分の

肉体と向き合ったという伊藤比呂美。不思議な雰囲気

が漂 う写真集。

『喜びの秘密』

アリス・ ウォーカー著 柳沢由実子訳
集英社 1995年 7月  2600円

部族の誇りのために「女の儀式」 (性器切除)を受け
る主人公シタ。そして始まる苦痛と恐怖。すばらしい

伝統であるはずの儀式が、実は拷問以外の何ものでも

ないと知り、人格崩壊 していく。今も文化の名の下に

行われる性器切除儀式を、小説で暴露している。

[絵    本]

『女一匹』
佐野洋子/話 広瀬 弦/絵

マガジンハウス 1995年 8月  1200円
失恋 したって大丈夫。ちゃんと生きていける。ワニの

花子の大失恋を軸に、恋につまずいた女の挫折と立ち

直りを描いた大人のための絵本。絵は「自分を好 きに

なる本」の広瀬弦。

『考えるミスター・ ヒポポタムス』

谷川俊太郎/話 広瀬 弦/絵
マガジンハウス 1992年 9月  1200円

かわいいカバ君 (ミ スター・ ヒポポタムス)の、日記
風絵本。広瀬弦の絵と、谷川俊太郎のユーモラスな文

章がよくあっている。

『 じんぺいの絵日記 2-と もだちがきた』
きたやまようこ著 あかね書房 1995年7月  1000円

「ゆうたくんちのいばりいぬ」シリーズの最新刊。大

きな平仮名文字で書いてあるので、就学前の子どもた

ちにぴったり。

『 シンデレ王子の物語』
バベット・ コール著 上野千鶴子訳

ウイメンズブックストア松香堂 1995年 10月  1030円
上野千鶴子が初めて絵本を翻訳。意地悪な兄さんたち

に囲まれたシンデレ王子の物語。ご存知「シンデレラ」
の痛快パロディ。

『 トンデレラ姫物語』
バベット・ コール著 上野千鶴子訳

ウイメンズブックストア松香堂 1995年 10月  1030円

『シンデレ王子の物語』同様、上野千鶴子訳の絵本。
ペットたちと仲良く幸せに暮らす トンデレラ姫のとこ

ろに、おムコさん候補が次々現れて…。結婚したくな

いお姫様の運命やいかに ! バベット・ コールが描 く
可愛いペットたちの表情に、思わず頬がゆるむ。

『 P!GGYB00K』 (英語版)
Anthony Browne/DRAGONFLY BOOKS/

1986/1256円

「絵に書いたように幸せな家庭」に見えるピゴット家。
でもママは大変。家の中の事を何も手伝ってくれない
パパと子どもたちにうんざりし、「あたなたちはブタ

よ」と置き手紙をして家を出てまう。見事ブタになっ

てしまったパパと子どもたちのその後は?

[男 性 問 題]

『おやしの家庭科 妻のピンチだ夫の出番 !』
じゃおクラブ編

共同図書サービス発行 新時代社発売
1995年 8月  1320円

「 じゃおクラブ」というのは、男も地域での役割と責

任を持とうと中年男性によって横浜市で結成された。
その「 じゃおクラブJが まとめた、おやじのための家
事の手引書。料理の作り方から応急処置まで、具体的
に書かれている。
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[高 齢 社 会]

『老いの泉/上・下』
ベティ。フリーダン著 山本博子 寺澤恵美子訳

西村書店 1995年 9月  各2500円
かつて「女らしさの神話」から解き放たれようと呼びか

けたフリーダンは、この本で「老いの神話」を打ち壊そ

うと説いている。「老い=衰えること」というイメージ
ヘの実証的反論である。アメリカで爆発的なヒットを記

録した。著者フリーダンは先頃来日し、話題をまいた。

『介護の中で老いをみつめる』

植月秀子著 日本放送出版協会 1995年7月  1200円
東京から岡山の遠隔介護、母の東京への出張同居。綱

渡りの工夫で老親の老いを看る。ケアに必要な 4つ の

要素―想像力、体力、金、ユーモアに実感がこもる。

『家族を幸せにする老い方』

山井和則著 講談社 1995年 7月  1600円
介護疲れ、家庭崩壊など介護に直面 した家族は危機的

な状況におかれることも。介護される側も家族への遠

慮、疲れ切った家族による不充分な介護で、心地よい

とはいえない。どうしたらこの状況を変えられるかを

実情に則して考察。介護問題の解決策を提案している。

『高齢社会を考える視角』

清山洋子著 学文社 1995年 4月  2060円
高齢問題を巡るデータを、平均像ではなく、階層別に

分析。家族的扶養や保護、その背景にある家族関係を

ケーススタディで紹介する。「豊かな日本」の高齢者

福祉の貧しさを指摘する書。

『創意工夫がいっぱい 家庭介護便利グッズ
ー絵で見る介護アイデア図鑑』

後藤榮子著 日本医療企画 1995年 8月  2000円
ほんのちょっとした工夫や、便利な道具を使うことで、

介護は気持ちよくできるようになる。本書には、高齢

者の自立に役立つアイディアも含め、すぐに役立つ知

恵がいっぱい。介護ショップの一覧も載っている。

『福祉行政と法―高齢者福祉サービスの実態』

橋本宏子著 尚学社 1995年 7月  3914円
日本の福祉サービスの実状は、法的アプローチから関

心が示されることが少ないと著者はいう。本書では憲

法25条 (生存権)と 福祉の現状が大きくかけ離れてい
る現状を問題視 し、特に高齢在宅福祉サービスを中心

に検討を試みている。

[福 祉・医 療]

『知つていますか? 医療と人権―問―答」
天竺啓祐著 解放出版社 1995年 8月  1030円

脳死や尊厳死、不妊治療など、複雑な医療問題にわか

りやすく答えてくれる本。インフォームド・ コンセン

トについての基礎知識など、参考になる。

『障害者旅行ハンドブック』

もっと優しい旅への勉強会編 草薙威一郎監修
学苑社 1995年 7月  2000円

障害をもつ人や高齢者にとって、旅は気分転換に加え、

リハビリや日常生活への意欲にもつながるもの。本書

では、こうした旅から彼女ら。彼らを遠ざける日本の

現状と、海外事情を取り上げ、今後の取り組みを語る。

『つくられる生殖神話一生殖技術・家族
。生命』

浅井美智子 柘植あづみ編
制作同人社発行 サイエンスハウス発売

1995年 1月  1900円
生殖技術には大きく分けて三つの分野があると著者はい

う。一つは避妊、二つ目は不妊治療、三つ目は生命を選

別する技術だという。本書は主にこの三つを柱に生殖技

術の現在を追い、議論のためのたたき台を提供している。

『わが町発見 !―絵地図づくりからまちづくリヘ』

世田谷まちづくリセンター編

晶文社 1995年 5月  2400円

「暮らしやすい町づくりは、まず自分の町の今を知る

ところから始まるのではJと 提案する。身辺の地図の

書き方、提案書のアイディアなど、基本を教えてくれ

る。「世田谷まちづくリコンクール」を主催するセン

ターが編集。まちづくりへの意欲が詰まっている。

『今なぜ、学校カウンセリングか』

子どもの健康を考える会編

現代書館 1995年 8月  1854円

「教育現場でのカウンセリング導入」という行政の施

策が打ち出されている。しかしそれでは学校内での問

題を子どもたちのせいにすることになり、生徒の精神

を管理することにもなるのでは? 本書は、学校カウ
ンセ リングのあり方を問い直す書。

『傷ついた子供の心の癒し方
―子供は助けを求めている』 (新書)

シンシア・ モナハン著 青木 薫訳
講談社 1995年8月  820円

突然の出来事 (災害、事故など)での恐怖体験から生
ずるトラウマ 0い的外傷)。 まったく無防備な子ども

にとって、その傷は大人とは比べものにならないと著

者はいう。子どもにとっての トラウマの意味、実践的

な対処方法などが具体的に述べられている。

も]ど[子
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『子どもを喰う世界』
ピーター・ リーライト著

さくまゆみこ くぼたのぞみ訳
晶文社 1995年 7月  3900円

原題は『子ども奴隷』。安い日用品や食品を作るため、

あるいは買売春のために、ただ同然で働かされる第二

世界の子どもたち。本書はその苛酷な労働の実体を追

う。第二世界の貧しさの上に立つ先進国の「豊かさ」
の質を、鋭 くついている。

『子ども虐待―アメリカの教訓』

砂金玲子著 日本放送出版協会 1995年 6月  1300円
アメリカで家庭相談員として働いてきた著者による、

子ども虐待についてのレポー ト。多発する虐待への防

止策の現状が鮮明に描かれている。

『子どものための人権ノー ト』

児玉勇二 安田秀士著 明石書店 1995年9月 1680円
子どもたちに「子どもの権利条約」の存在をわかりや

すく伝える書。二人の弁護士が、仕事で出会ったケー

スなども紹介 しながら、いじめや虐待などの問題の根
がどこにあるのかを共に考える。

『 14歳 のランナウェイ』

イヴリン。ロウ著 松岡葉子訳
パンドラ発行 現代書館発売 1995年6月  2060円

「良いしつけJの 名のもとに、娘を虐待する母からの
がれ家を飛び出したイヴリン。外の世界で彼女を待ち

受けていたものは…。本書は虐待・麻薬・売春の民に

はまり、そこから抜け出た少女の生々しい手記。著者

は24歳の若さで数々の文学賞を受賞している。

『許せん ! セクハラ』
世田谷ボランティア協会・子どもにも言わせろ !

ホットライン実行委員会編
ジャパンマシニスト社 1995年3月  850円

セクシャル 。ハラスメントについて、子どもたちの切

実な声を集めたホットライン。そこでは加害者の7割

が顔見知り、そのうち6害1近 くが教師とは、あきれて

声も出ない。大人たちが成熟 していない社会であるこ

とを痛切に実感させられる。

[戦争・従軍慰安婦問題]

『ウサギたちが渡った断魂 橋/上下
一からゆき。日本人慰安婦の軌跡』

山田盟子著 新日本出版社 1995年 5月  各2000円
からゆきさんや慰安婦を生み出した日本という国は一

体何なのか。従軍慰安婦にかり出された日本人女性に

焦点をあて、詳細に侵略の歴史を追う書。

『共同研究 日本軍慰安婦』
吉見義明他著 大月書店 1995年 8月  2600円

資料の掘りおこしによって、軍慰安婦政策が国策であっ

たことを明確にする。戦争と性の共同研究は、これま

でなされたことはなかったのではないか。加害者への

責任追及は、まだ始まったばかりだ。

『児童文化にみる戦争責任/連続 く小法廷〉の記録⑥
―子どもたちを戦争にかりたてた大人たち』
アジアに対する日本の戦争責任を問う民衆法廷鋼庸会編

星雲社発売 樹花社発行 1995年 7月  700円
「講談社の絵本」を中心に、子ども文化の中で大人た

ちがいかに戦争を賛美していったかを追 う。関連文献
の一覧も載っていて参考になる。

『従軍慰安婦』 (新書)

吉見義明著 岩波書店 1995年 4月  650円
従軍慰安婦が日本政府によって作られていったことを

解き明かす。「日本が過去にやってきたことを、日本
や韓国の若者に知ってほしいJと いう韓国人元従軍慰
安婦の言葉に動かされ、研究を始めたという著者。問

題の本質に追ろうという気持ちが表れた一冊。

『戦争と性一近代公娼制度・慰安所制度をめぐって』

川田文子著 明石書店 1995年 4月  1880円
今なお癒されることなく生きることを余儀なくされて

いる元従軍慰安婦たち。国家の名の元に彼女たちの性

を蹂躙 し、戦後、その事実を闇に葬り去ろうとする日

本。元慰安婦たちの傷が戦後なお一層深くなったのは、

国がこの問題を放置しておくからだと著者は訴える。

『占領軍慰安所―国家による売春施設』
いのうえせつこ著 新評論 1995年 8月  2060円

敗戦後、東京を中心に作られた占領軍慰安所。著書は

幼い頃から疑間に思っていた占領軍のための慰安所に

ついて取材。その背景や状況について、詳細に検証 し

ている。知られざる日本史を、「戦争と女の性」とい

う視点から掘り起こした書。

『赤の女王 性とヒトの進化』
マット●リドレー著 長谷川真理子訳

翔泳社 1995年 1月  2800円

「人間の本性Jは存在するか ? 生物学的な性の起源
|ま ? 肉体的精神的性差はどこから生まれたか ? と
いう疑間を人類学 。生物学の見地から探究する書。

『かん子のミニミニマンガ入門
―図書館員のカキノタネ』

赤木かん子著 リブリオ出版 1995年 8月  1850円
表紙絵は少女マンガ家の川原泉。図書館員としてのマ

ンガ心得と必要な知識が書かれている。広 く浅 くマン

ガについて知りたい人へ、おススメの入門書。

他 ]の[そ
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『女性たちの生活者運動一生活クラプを支える人びと』

佐藤慶幸 天野正子 那須壽編著
マルジュ社 1995年 4月  2800円

自己実現を果たす活動・専業主婦が集う生活クラブ生協。

「性別役割分業は性差別である」ことを意識しつつ、彼

女たちはそれを乗り越えているかと迫る書。離れていっ

た人々にも言及する共同研究をまとめた労作。

『徹底研究! あなたの保険
―ワーキングウーマンのための情報コレクション⑤』

フレーベル館編集部編

フレーベル館  1995年 6月  980円
社会保険、損害保険、生命保険など、数ある保険を徹

底解説。いざ!と いう時の前に読んでお くとお得な情

報を満載。

『タイ 。ギンペット物語』

稲垣三千穂著 明石書店 1995年 8月  1648円
タイのスラム街 。ギンペット (ダイヤモンドの枝)に
住み、人々と暮 らしていた著者。その時に体験 し感 じ

たことを、読みやすい文章で、素直に書き記 した本。

豊かさとは何なのか、考えさせられる。

『女子差別撤廃条約注解 [英語版]』

国際女性の地位協会編 尚学社 1995年 8000円

『女性情報年鑑 1995年版』

「女性情報年鑑」編集部編
パド・ウィメンズ。オフィス発行 教育史料出版会発売

1995年 10月  3800円
'94年の1月 から12月 の間、新聞に掲載された女性情報

と、独自に集めた情報をもとに作 られた便利な年鑑。

これ一冊で、日本における女性の状況がよくわかる。

『日本女性運動資料集成全10巻別巻1-第 10巻/戦争』
鈴木裕子編 不二出版 1995年 10月  15450円

『婦人自書 1995』

日本婦人団体連合会編

ほるぷ出版  1995年 8月  2800円

今年で20巻目をむかえる『婦人白書』。 1975年 の国際婦人

年から着々と歩みを続けてきた。20年たっても、様々な

問題を抱える女性を取り巻く現状を多角的にとらえた一冊。

[雑    誌]

『子どもがほしい一朝日ワンテーママガジン38』

宮本貢編 朝日新聞社 1994年 8月  1300円
[子 どもがほしい]イ ンタビュー 他

『月刊女性情報 1995‐ 7』
パ ド・ ウィメンズ。オフィス発行

教育史料出版会発売 1995年 7月  2700円

特集 :95女子学生就職動向Ⅱ

『月刊女性情報 1995-8』
パ ド・ ウィメンズ。オフィス発行

教育史料出版会発売 1995年 8月  2700円

特集 :女性と選挙―'95参議院選挙

『月刊女性情報 1995‐ 9』
パ ド・ ウィメンズ。オフィス発行

教育史料出版会 1995年 9月  2700円

特集 :北京世界女性会議 (上 )

『月刊女性情報1995-10』
パ ド・ ウィメンズ。オフィス発行

教育史料出版会 1995年 9月  2700円

特集 :北京世界女性会議 (下 )

『ヒューマン・セクシュアリティ No.20/終刊号』

東山書房 1995年 9月  1600円

特集 :「男の性と生」を見つめる

『性と生の教育―Human Sexuality No l』

あゆみ出版 1995年 11月  1200円

特集 :月 経一からだとの出会い

[文庫になった本]

『ウーマン。オブ・ ミステリー2』

シンシア・ マンソン編 片岡しのぶ他訳
扶桑社 1995年6月  700円

『セックス神話解体新書』

小倉千加子著 筑摩書房 1995年 9月  600円

『日本語は女をどう表現してきたか』

キ トレッジ・ チェリー著 栗原葉子 中西清美訳
ベネッセコーポレーション 1995年 7月  600円

『わにわに物語』

新井素子著 講談社 1995年8月  450円

料 ][資

0今年も終わりに近づきました。今年度の会費未納の方はお早めにお振込下さいますよう、お願いいたします。

退会される方はその旨をお知らせ下さい。

や̀年末年始は12月 27日 から 1月 4日 までお休みさせていただきます。なお12月 は定休 日の他に10日 (都 合 に

より臨時休業 )、 25日 (祝 日代休)と 閉店いた します。どうぞよろしくお願いいたします。
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露昭解解 あなたの情報 。わたしの情報 解露昭解

マイマイ族28号 特集「女のライフワーク探 し②」 鈴 木 美和子
巻頭特集には6人の手記が載 っています。 ピアノの道か ら医学の世界に転 じた人、親の残 した負債を背負っ
てガソリンスタンドを30年続 けた人、さらにフェ ミニズムと出会い、染織等々、多様な人生が並びます。前
号からの通算 12人の体験談を受けての座談会では、「みつける」「 つづける」「社会化する」 と各段階ごとに
ライフヮークのありようを探 りました。

また「阪神大震災特集」の神戸市在住の方々の体験記は、女の視点で色々考える手がかりになり得る素材
だと思います。他に主婦に関する百人アンケー ト④、連載エッセイ、猫新聞等々新 しい読み物が満載です。

B5判 050ペ ージ・ 1部 300円 (送料男1)
申込先 :〒 201 東 京 都

`白

江 市 東 野 りl14-26-14   TEL.03-3489-3979 FAX.03-3489-0933

(松香堂で も扱 っています)
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・ 月日ノオ ト (パ ン ドラ 947円 )

日本初のウーマン・リブ史資料大集成″
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1909年から1902年までのウーマン・リブ

運動の記録 くピラ・バンフ・ミニコミ)

と解説:女性問題、女性学の研究資料と

しても貴重ノ回口館必謗′

第 1善 (1960年 -72年 5月 )

ぐる一ぶ口う女

リフFUKUOKA
リフ合宿

5月リフ大会

女から女たちへ ほか
定口12.ODR

第 1犠 (19藩～75年 )

リフ新宿センター

関西リフ遭餞金饉

ウルフの会

慶女コンサート

女・エロス ほか
定口 ll.IXXl円

第 1書 (1976年 ～82年 )
アジアの女たちの会

政治を変えたい女たちの会

私たちの日用平辱法をつくる会
'腱優生保口法改凛目止遍絡会

付録別冊 総索||

定口lilHl円
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シンデレ王子はかわいそうな

王子。お見さんたちのあと綸

末ばかり。・・・。そこヘ

妖輔があらわれて一――。

定領 1030円

☆ 1996年版  カ レンダーのご案内
・姉妹たちよ・女の暦1996

(ジ ョジョ企画 1600円 )

各方面で活躍 した女性たちの肖像写真が

月ごとに載 っています。英語での解説付

き。海外へのプレゼントにも最適です !

(サイズ25 clll× 25 cm)

☆1996年版 手帳のご案内

からだの記録もつけられる手帳。色は赤・

黒 0青・ アイボリー・ グレーの 5色。
ポケットタイプの大きさ。

・スケジュールノー トブック

(ジ ョジョ企画 1500円 )

女性作家による推理小説の紹介や、月経

表付き。女性グループ案内、海外の女た

ちの本屋さんのページもあります。

(サイズ17 clll× 1.5 clll)

・ 」.0.ダ イアリー
(ミ クロスタジオ 1030円 )

今年の色は赤・ 黒・茶。大 きさは一万円

札大です。

☆新着 ビデオのご案内

・ みんなで考えよう性差別の現在 女と男
のイイ関係

(原作 熊田亘 制作 StaffroomNAN
29分 5000円 )

性別役割分業や ジェンダーをわか りや

すく説明 したアニメーション
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==海 外だより==

北 京 世 界 女 性 会 議 と私

渡辺 和子 (京都産業大学教員)

第 4回世界女性会議とそれに併せて開催されたNGO
フォーラムに、180数 力国、5万人の多様な女たちが集

まった。そして、もっとも沈黙を強いられてきた女性

たちが威厳をもって語る声に耳を傾け、女の問題を政

治化する大きなうねりをつくりだした。政府間会議で

採択された『行動綱領』には、フェミニズムのグルー

プが変革の力となることを認め、その社会的責任まで

盛 り込まれた。

キーワー ドは「女性の人権」

『行動綱領』のキーヮードは「女性の人権」である。

貧困、教育、健康、紛争、経済、意思決定、地位向上、

メディア、環境、少女などの12の重要項目が取 りあげ

られ、「女性の権利は人権である」と、すべてにおいて

女性の人権の主張が貫かれた。なかでも「女性への暴

力」は、女性の人権の侵害であることを訴えることに

成功 し、その訴えは、国境、階級、人種、宗教をこえ

てあらゆる女たちにとっても共通 している問題である

ことが認識された。

私も暴力のサバイバーとして、ヮークショップを開

いた。そこでは、日本における家庭内暴力、震災後の

神戸での性暴力、韓国のホットラインによる家庭内暴

力やセクシャル・ハラスメント相談、戦後のカンボジ

アの買春、中国のホットラインによる性暴力について

それぞれの報告を受けた。インド、EU、 ロシアなど

からも、女性たちが夫や恋人の暴力にさらされているが、

シェルターもない、と取り組みの遅れについてアピール

があった。そこで、まずはシェルター運動を推進 してい

くためのネットヮーク作りをはじめることにした。

私にとって貴重な体験は韓国のホットラインの女性

たちと共催でワークショップを企画し、デモを行 うこ

とができたことだ。日本政府が軍隊慰安婦問題の解決

を回避 してきたので肩身の狭い思いをしていたからで

もある。だから「経済のめざましい進展にひき比べて、

日本の性暴力への取 り組みが遅く、モデルにできない」

と、韓国の釜山ホットラインの代表者から指摘された

とき、実際の取り組みを外に向けてもっと語ることが

重要だと思った。

それにしても韓国の参加者 600人 は、日本の参加者

5000人 よりもはるかに目立っていた。早朝のデモ、女

性解放運動をテーマにした舞台劇や民族舞踊でも盛 り

上げていた。

朝鮮自治区への旅

だから慰安婦問題のヮークショップを開いた韓国系

アメリカ人の女性たちの北朝鮮の国境、朝鮮自治区ヘ

の旅に同行したのは、私にとって当然だったかも知れ

ない。しかし共通語の英語で話ができるという期待は

はずれ、実際には言葉のハンディは大きく、また十分

な装備なしで標高 2700メ ートルの雪山に登る (―行の

一人が転落事故を起こした)と いう旅は決 して快適で

はなかった。

それに日本軍の侵略、中国の軍隊慰安婦の追跡の旅

は重いものだった。しかし韓国の人々にとって聖地と

いわれる長白山の頂上にある湖は美 しく、頂上で、持

参 した元慰安婦の写真や絵を掲げて、南北の統一を祈

願 したときには、感激 した。それは、韓国系アメリカ

人にとって韓国 。朝鮮人としてのアイデンティティ探

究の旅であり、私にとっては加害者としての自分との

出会いの旅であった。個人的には、その加害者・被害

者の溝を超える方向を探りたいと思っていたが、とも

に慰安婦問題と取り組み、互いに女を生きる状況を話

し合う中で、連帯の基盤ができたように思えた。

女の祭は終わり、女性の21世紀を創っていく指針と

戦略『行動綱領』が作られた。女性の人権の主張に加

えて、同一価値同一賃金、無償労働の評価、性的奴隷

制を含む女性への暴力の取り組みなどなど、草の根の

女性たちが主張 してきた多くのことが盛 り込まれた。

今、政府や地方行政体がこれから見直していく行動計

画に、この『行動綱領』を反映させるために、緩やか

な連帯の行動を続けることを目的に、「世界女性会議

ネットワーク」を関西でも結成することを呼びかけて

いる。
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> ミニコミ情報 <ミ

「れ組通信 No.100-れ 組通信100号記念座談会『 フェ

ミニズムの誤解を解く』/ほか 」
れ組スタジオ東京 1995年 7月 400円

「れ組通信 No.101-ア メリカのバーターフェアー/
ほか 」 1995年 8月 400円

「れ組通信 No.102-第 3回 ALN台 湾会議に参加 して/
ほか 」 1995年 6月 400円

「プロシューム8月 号―特集 『核、否定します !』 /
ほか」  大阪よどがわ市民生協 1995年 8月 330円
「プロシューム9月 号―特集 大人のアトピー/ほ か」

1995年 9月 330円

「プロシューム10月 号一特集 交通事故を起こしたと
き/ほか」            1995年 10月 330円
「プロシューム11月 号―特集 前向きな子に育てたい
/ほ か」           1995年 11月 330円

「月刊むすぶ No.296-特集  日本の戦後責任を問う
/ほか」     ロシナンテ社 1995年 8月 700円
「月刊むすぶ No 297-特集 田舎を襲う産業廃棄物
/ほ か」            1995年 9月 700円

「月刊むすぶ No 298-特集 原発のない風景を求め
て/ほ かJ          1995年 10月 700円

「Voice第 64号 ―相続差別『合憲判決』に嵐のような

抗義を !/ほか」
住民票続柄裁判交流会 1995年 7月 150円

「Voice第 65号 ―北京世界女性会議報告集会へ/ほか」
1995年 8月 150円

「Voice第 66号 ―北京世界女性会議報告集会/ほ かJ
1995年 9月 150円

「あごらNo 211-記録北京会議 1 速報 。私たちの
旅/ほか」 BOC出 版部 1995年 10月 1250円

「行動する女No.96-わたしの年金どうなるの?/ほか」
行動する女たちの会 1995年 7月 200円

「行動する女 No.97-フ ェミニストによる平和の可能

性 !?/ほ か」 1995年 8月 200円

「月刊家族114号―特集 定年を迎えた女たち/ほか」
家族社 1995年 8月 300円

「月刊家族115号一特集 妻を看取る男性介護者たち
//ほか」 1995年 9月 300円

「月刊家族lЮ号―特集 第四回世界女性会認 GOフ ォー
ラムに参加『世界の女たちの現在とパワーを実感』/
ほか」 1995年 10月 300円

「We8 9月 合併号―特集 戦争を語る/ほか」
Weの 会 1995年 8月 600円

「We10月 号―特集 民族とアイデンティティ/ほか」
1995年 10月 600円

「We6月 号―特集 ゆらぐセクシュアリティ/ほか」
1995年 6月 600円

(松香堂で扱っているミニコミの最新情報です)

「婦人通信7月 号―男性が語るわが家族/ほか」
日本婦人団体連合会 1995年 7月 300円

「婦人通信9月 号―私たち30代 /ほか」
1995年9月 300円

「パワーアップニュースVOL 15-古 川昌敬 さんイン

タビュー 親も子も本気で遊ぶ/ほ か」
パワーアッププランニング 1995年 9月 300円

「W!FE No.255-時事放談 私にとっての宗教/ほ
か」      グループわいも、 1995年 9月 550円
「WIFE No 256-私が離婚を考える理由/ほか」

1995年 10月 550円

「ショワジールVoi 41-特 集 結婚・ ケッコン・けっ
こん/ほか」  ショワジール  1995年 7月 300円
「ショワジールVo1 42-特 集 異性愛のフシギ/ほか」

1995年9月 300円

「シネマジャーナルVOl.34-特 集  『恋人たちの食卓』
『 レニ』/ほか」  テス企画 1995年 10月 700円
「マイマイ族 第28号 ―特集 女のライフワーク探 し
第2回 /ほ か」  鈴木美和子 1995年 10月 300円
「HEARTあいNEWS No6-豊 かさ探検隊 レポー ト
//ほ か」

HEARTあ いNEWS編集部 1995年 7月 200円
「HEARTあいNEWS No7-HEARTFUL INTER―
VIEW/ほか」 1995年 9月 200円

「屋台村通信第3号一特集 婚姻外の性的関係につい
て/ほか」 屋台村通信 1995年 8月 200円

「ピーマン・インフォメーション10月 号―『サークル

掲示板』参加自由 !開催スケジュール/ほか」
ピーマンネットヮーク事務局 1995年 10月 500円

「教会と女性第8号―女性と離婚と教会と/ほ か」
神奈川教区婦人問題小委員会 1995年 9月 500円

「 La。 メール通信第18号一特集 私怒ってるねん !

Part3/ほ か」  渡辺ひろみ 1995年 10月 300円
「大阪子連れパワーアップ情報4-お 父 さんもパワー

アップ/ほか」 ミズプランニング 1995年 8月 960円
「FCTテ レビ分析調査報告書 No12-テ レビと阪神大
震災/ほか」
FCT市民のテレビの会 1995年 10月 1800円

「子宮内膜症とは一子宮内膜症から女の月経・女のか

らだを考える/ほ か」
ウィメンズセンター大阪 1995年 8月 1700円

「おほなゐ一『女の気持ち』阪神大震災J

毎日新聞 社女の気持ちペングループ神戸会

1995年 8月 1700円

「日米女性ジャーナルNo 18-韓 国 。台湾 。日本の出

家教団の比較と八敬法の性差別/ほ か」
日米女性センター 1995年 7月 2300円
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連載 第54回

ミニ コ ミの女たち

関西の女性学教育の調査・実践報告

針 学教育ネットワーク
′
95〉

女性学教育ネットワーク事務局 金谷千慧子

L_ .―
`―
、‐…」

●第 4回世界女性会議で定められた「行動綱領」では、

L.少女 (Future Women)の 項が新たに設けられ、21

世紀を築く女性のための指針が掲げられた。特に「教

育、技能、訓練における少女たちへの差別撤廃」に向

けて取るべき行動として、「人権教育を勧め女性と少

女の人権が普遍的で奪 うことのできない、不可欠でわ

かつことのできない部分であることを教育プログラム

の中で入れること」、また「教師や教育者向けの訓練

プログラムや資料を開発し、ジェンダーを意識した教

育の効果的戦略を提供する」と明記された。 21世紀に

向かって、女性学が果たす役割の重大なことがわかる。

●女性学・関連講座の実施状況のアンケート調査をし

た。このアンケートでは126の女性学の実践が報告さ

れている。126の 女性学教育のケースを概観すると、

講座担当者は女性が98名、男性が28名 で女性が8割 で

ある。「女性学」が専門というのは全員女性で、身分

的には非常勤が多い。女性学の対象学年、1・ 2年次が

ほとんどで、入門程度の授業にとどまっているのが現

状である。受講人数が500人前後というマンモスクラ

スが多く、ビデオ等の映像教材やゲストスピーカーな

どを招いたり、ディスカッションをやったり等の工夫

をしている。受講生数では女性が約9000名 、男性が約

4500名 で女性学性が2倍である。受講後の反応では男

女とも総 じてポジティブな反応が多く、自分の生き方

や学問への取り組みも変化してきている。

●今後の課題では、もっと系統的にプログラムを組ん

で1年次から4年次まで、さらに大学院のコースも設置

しなければならないという意見が多い。現状のオムニ

バス形式のチェーンレクチュアーのいいところと専門

性を追求できるゼミや少人数授業も充実されねばなら

ないし、教材の開発も急がねばならない。それには、

申し訳程度に「女性学」をやっているのではなく、女

性学の専門・専任教員による常設講座、コース化をは

-ワネ

)r

かっていかねばならない。多くの場合、女性学は担当

教員の熱意と試行錯誤と孤軍奮闘によって開講 。継続

されている。そこで、女性学を全ての大学で開講する

ことを目標に、女性学「教育」をより進展させようとの

思いで、情報交換と交流の場をつくることになった。

●関西の大学の特徴として、女性学が「人権」講座の

一環として開設されるというのは、過去にもこれから

も多いと思われる。その際の「女性と人権」の基点は、

広い国際的視野、深い歴史的観点に立つものでなけれ

ばならない。さらにもう一つ現在、大学教育の改革に

伴うカリキュラム改革が多く大学で行われているが、

21世紀に向かっての大学は、女性のエンパワーメント

を進める具体的目標をもたねばならないのであり、制

度やカリキュラムの安易なフレキシブル化であっては

ならない。この調査結果は、今後のカリキュラム改革

に多くの示唆をあたえるものと思われる。

A4版 160ペ ージ 2000円 (送料実費)

連絡先 :女性学教育ネットヮーク事務局

〒535大阪市旭区大宮4-20-29金谷研究室

TEL 06-952-2291 F_AX 06-954-4923

☆松香堂でも扱っています。
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=書 評 =

『夫・ 恋人の暴力から自由になるためにJ

ジニーoニッキャーシー&スー・デヴィッドソン著 むらさき工房翻訳

1995生F  1854Flパンドラ発行 現代書館発売

このところ北京女性会議や沖縄の米兵による性暴力事件など、「女性に対する暴力」への関

心が高まっているように思います。 12月 9、 10日 に京都会館で行われる日本フェミニス トカウ

ンセリング研究連絡会の全国大会のシンポジウムのテーマも “「女性への暴力」とフェミニス

トサポートシステム"です。にわかに関心が高まったかのようですが、突然、女性が暴力の脅
威にさらされるようになったわけではなく、昔からずっと女性は暴力を受け続け、傷つけられ、

そこからの回復を模索してきていたのです。でもそれを「暴力」ととらえ、その状況に留まっ

ている必要はないのだ、ということがわかるまでは、女性は孤立して力を奪われたままです。

そうした女性に、「あなたはその場から自由になれるんだよ」 というメッセージを送る本が、

この『夫・恋人の暴力から自由になるために』です。

この本は題名からもわかるように夫や恋人から暴力を受けている女性に向けたハンドブック

です。この本のお薦めの点はとても実際的であること。暴力を受けた女性にとって深亥Jなのは、

その程度で自分自身に対する評価が下がりがちであるということです。暴力をふるわれるのは

自分が悪いからで、その関係をうまく保つのは自分の責任であり、その関係から離れてもうま

くやっていく自信が持てない、といったようにです。そういった女性に対 して、その関係や自

分自身についてどんなおゝうに考えていったらいいのか、という手助けや、いざ別れる決心をし

たらどういう準備をしたらいいか、そして別れてからも、また戻りたくなった時に踏みとどま

るためのアドバイスなど、本当に行き届いたものになっているのです (例えば夜中にゴミ出し

の習慣をつけておけばそのおゝりをして逃げられるとか)。 これはアメリカの本ですが、 日本で
も今年3月 に「夫 (恋人)か らの暴力」調査研究会が『「夫 (恋人)か らの暴力」についての調査

研究報告書』をまとめ、たくさんの深刻な実態があるということがわかっています。もっともっ

と、女たちが語り始めて、奪われてきた力を取り戻 していけたらいいな、と思います。

周藤由美子 (ウ ィメンズカウンセリング京都)
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上記の書評欄への投稿をお待ちしています。

女性の日で見直した鋭い批評や、視点を変えた

ユニークなものをお寄せください。 400字 詰原

稿用紙に約2枚、900字前後です。掲載させて頂

いた方には薄々謝、進呈致します。

「あなたの情報 。私の情報」とコラム「わた

しの出会った本」は知って欲 しい本、ご意見・

情報交換等に御利用ください。 400字 以内でお

願いします。但 しこれらの欄は、薄々謝 も差 し

上げられません。ご了承下さい。

尚、ご投稿は会員の方に限らせていただきます。

宛先は

〒602京都市上京区下立売通西洞院西入

松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」です。
次号の締切は 1996年 1月 20日 。

たくさんのご投稿をお待ちしています。

編 集 室 か ら

☆「アイ。ラブ・マイ●ワーク」といえる仕事をして
いるかなと思うけれど、バックラッシュの風は強い。

日々、怒りのタネは尽きないけれど、本の中に一行、

「うん、わかってるじゃん」と思うフレーズを見つ

ける時は楽しい。読書の秋、大量の新刊紹介になり

ました。 (や ぎ みね)

☆「読書の秋」のせいか (?)た くさんの新刊紹介に
なりました。次号では久々の特集を組みたいともく

ろんでいますが、さてどうなるでしょう。

(い けしま ようこ)

☆早いもので今年も最終号となりました。来年も引き

続きご購読下さいますようお願い致 します。来年は

60号記念号もでます。よろしく。    (と よ)

☆次号は1996年 2月 25日 発行の予定です。


